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み
さ
と
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
花
火
大
会 

A

８
月
１８
日
貍
　
午
後
７
時
〜
〈
雨
天
・

強
風
の
場
合
は
２５
日
貍
に
順
延
〉 

B

江
戸
川
運
動
公
園
（
三
郷
駅
北
口
か
ら

徒
歩
１０
分
）
※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

I
三
郷
市
商
工
会
青
年
部
蕁
９５２
・
１
２
３
１ 
  

第
２３
回
南
越
谷
阿
波
踊
り 

A

前
夜
祭
＝
８
月
２４
日
貊
午
後
７
時
〜
９

時
、
本
祭
＝
２５
日
貍
・
２６
日
豸
　
午
後
５

時
１０
分
〜
９
時 

B

前
夜
祭
＝
サ
ン
シ
テ
ィ
、
本
祭
＝
新
越

谷
駅
・
南
越
谷
駅
周
辺
※
当
日
は
会
場
周

辺
の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。 

D

地
元
の
連
を
中
心
に
、
本
場
徳
島
、
東

京
高
円
寺
か
ら
も
多
数
の
連
が
参
加
し
ま

す
。
ま
た
、
阿
波
踊
り
教
室
や
コ
ン
テ
ス

ト
も
実
施
し
ま
す
。 

I

南
越
谷
阿
波
踊
り
実
行
委
員
会
事
務
局

蕁
９８６
・
２
２
６
６ 

  

奥
日
光
自
然
の
家
で
夏
休
み
の
思
い
出
づ

く
り
を 

A

１１
月
上
旬
ま
で
（
火
曜
日
定
休
） 

G

宿
泊
費
＝
草
加
在
住
・
在
勤
、
越
谷
・

八
潮
・
三
郷
・
吉
川
・
松
伏
在
住
の
方
…

大
人
１
人
１
泊
１
５
４
０
円
（
４
歳
〜
中

学
生 

７７０
円
）
、
食
事
料
金
＝
朝
食
７
３

５
円
、
昼
食
３
１
５
円
、
夕
食
Ａ
１
４
７

０
円
、
Ｂ
２
６
２
５
円
、
Ｃ
３
１
５
０
円 

※
自
然
保
護
区
域
の
た
め
車
で
乗
り
入
れ

は
で
き
ま
せ
ん
。
赤
沼
車
庫
駐
車
場
か
ら

千
手
ヶ
浜
行
き
低
公
害
バ
ス
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。 

H

利
用
日
の
２
カ
月
〜
４
日
前
ま
で
に
、

宿
泊
費
を
添
え
て
総
務
企
画
課
（
蕁
９２２
・

２
６
４
３
）
へ 

  

ハ
ッ
ピ
ー
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

A
８
月
１９
日
豸
　
午
後
３
時
３０
分
〜
６
時 

B
吉
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す
（
吉

川
駅
北
口
か
ら
お
あ
し
す
行
き
バ
ス
で
終

点
下
車
、
ま
た
は
吉
川
き
よ
み
野
行
き
バ

ス
で
「
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す
前
」

下
車
す
ぐ
） 

D

地
域
在
住
外
国
人
に
よ
る
各
国
の
料
理

屋
台
と
国
際
色
豊
か
な
ス
テ
ー
ジ 

I

吉
川
市
国
際
友
好
協
会
事
務
局
（
市
民

参
加
推
進
課
内
）
蕁
９８２･

９
６
８
５ 

  

浦
川
玲
子
　
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル 

〜
ピ
ア
ノ
と
お
話
で
つ
づ
る
ロ
マ
ン
テ
ィ

ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〜 

A

９
月
８
日
貍
　
午
後
３
時
開
演
（
２
時

３０
分
開
場
） 

B

田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
北
越
谷
駅

東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ
ス
で
「
中
央

公
民
館
前
」
下
車
） 

D
曲
目
＝
愛
の
夢
、
バ
ラ
ー
ド
第
２
番
（
リ

ス
ト
）、ワ
ル
ツ
第
２
番（
シ
ョ
パ
ン
）ほ
か 

G

〈
全
席
自
由
〉
大
人
２
５
０
０
円
、
高

校
生
ま
で
１
０
０
０
円 

I

田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
蕁
９９２
・
１
０

０
１ 

　
■
広
聴
広
報
課
　
蕁
A
４
２
３
 

  　
　
　
母
　
　
　
伊
　
草
　
中
山
　
靖
子
 

身
に
沁
み
る
さ
び
し
さ
 

起
き
上
が
れ
な
い
ほ
ど
の
悲
し
み
 

飛
び
上
が
る
ほ
ど
の
よ
ろ
こ
び
 

母
に
も
そ
ん
な
こ
と
が
何
度
か
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
 

思
え
ば
 

戦
中
戦
後
、
母
は
ど
ん
な
に
苦
労
し
て
 

私
た
ち
六
人
の
子
を
育
て
て
き
た
こ
と
だ

ろ
う
 

そ
ん
な
こ
と
も
知
ら
な
い
で
 

私
は
、
母
を
憎
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
 

し
か
し
、
考
え
る
と
 

母
の
盛
り
だ
っ
た
こ
ろ
も
 

も
う
か
な
り
昔
の
こ
と
に
な
っ
た
 

い
ま
は
、
私
も
祖
母
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
の
だ
 

母
は
逝
っ
て
し
ま
っ
た
 

 思
い
起
す
と
 

母
は
若
い
こ
ろ
元
気
だ
っ
た
 

母
に
も
、
よ
ろ
こ
び
や
悲
し
み
の
 

い
っ
と
き
い
っ
と
き
が
、
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
と
し
み
じ
み
思
う
の
だ
 

 （
評
）
お
母
さ
ま
の
気
持
が
、
い
ま
作
者

に
も
よ
く
分
る
の
で
し
ょ
う
。
 

  
　
　
　
　
　
木
曽
根
　
　
高
谷
　
多
門
 

　
草
も
ま
た
露
草
も
庭
の
花
 

　
　
　
薄
き
陽
を
浴
び
ひ
そ
と
揺
れ
い
る
 

　
　
　
　
　
　
中
央
三
　
　
輪
島
　
　
武
 

花
数
も
少
な
く
な
り
し
狭
き
庭
 

　
　
　
風
鈴
の
音
の
か
す
か
に
聞
ゆ
 

　
　
　
　
　
　
南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ
 

喜
び
も
悲
し
み
も
共
に
生
き
抜
き
し
 

　
　
　
夫
の
米
寿
を
祝
い
涙
す
 

　
　
　
　
　
　
八
　
條
　
　
種
村
　
幸
子
 

線
香
を
少
し
残
し
て
墓
地
の
す
み
 

　
　
　
無
縁
仏
に
手
向
け
て
帰
る
 

　
　
　
　
　
　
南
川
崎
　
　
松
谷
　
永
子
 

梅
雨
入
り
で
木
々
の
緑
も
草
花
も
 

　
　
　
雨
に
う
る
お
い
ほ
っ
と
一
息
 

　
　
　
　
　
　
南
川
崎
　
　
伊
本
　
則
子
 

風
向
き
も
北
に
変
わ
り
し
夕
ま
ぐ
れ
 

　
　
　
祭
り
の
笛
が
か
す
か
に
聞
こ
ゆ
 

　
　
　
　
　
　
伊
　
草
　
　
斉
藤
　
富
子
 

紫
陽
花
の
花
弁
に
落
ち
し
ひ
と
し
ず
く
 

　
　
　
雨
に
打
た
れ
て
色
も
あ
ざ
や
か
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
臼
方
美
代
子
 

一
夜
干
し
せ
し
梅
の
香
の
漂
ひ
て
 

　
　
　
夜
半
に
目
覚
め
庭
へ
降
り
立
つ
 

　
　
　
　
　
　
中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助
 

梅
雨
空
に
一
際
映
え
し
紫
陽
花
の
 

　
　
　
色
鮮
や
か
に
心
癒
さ
る
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
七
　
　
狩
野
　
　
敏
 

古
都
の
園
緑
美
し
兼
六
園
 

　
　
　
昔
を
偲
ぶ
老
松
茂
る
 

　
　
　
　
　
　
南
川
崎
　
　
伊
本
　
則
子
 

風
向
き
も
北
に
変
わ
り
し
夕
ま
ぐ
れ
 

　
　
　
祭
り
の
笛
の
か
す
か
に
聞
こ
ゆ
 

  　
　
　
　
　
　
木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明
 

梅
漬
け
て
十
年
や
っ
と
母
の
味
 

　
　
　
　
　
　
八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香
 

掌
の
中
に
螢
愛
し
く
灯
る
か
な
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道
 

青
田
風
野
良
着
の
ま
ま
の
昼
餉
か
な
 

　
　
　
　
　
　
中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉
 

遠
雷
の
川
面
に
は
な
や
ぐ
尾
形
舟
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義
 

用
水
路
草
刈
り
残
し
鴨
の
宿
 

　
　
　
　
　
　
緑
町
五
　
　
村
田
　
恭
子
 

飛
び
入
り
で
旅
の
祭
り
の
輪
に
入
る
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝
 

衣
替
え
庭
木
涼
し
く
剪
定
す
 

　
　
　
　
　
鶴
ヶ
曽
根
　
小
金
丸
美
智
子
 

「
異
常
な
し
」
主
治
医
の
言
葉
青
芭
蕉
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子
 

炎
天
下
モ
ス
ク
に
集
う
人
の
列
 

　
　
　
　
　
　
伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿
 

遠
花
火
母
想
い
消
え
父
想
う
 

　
　
　
　
　
　
緑
町
三
　
　
岩
田
　
苑
江
 

老
犬
の
鈍
き
歩
み
や
炎
暑
か
な
 

　
　
　
　
　
　
南
川
崎
　
　
大
川
三
つ
江
 

新
緑
や
孫
の
リ
レ
ー
に
声
あ
げ
る
 

　
　
　
　
　
　
垳
　
　
　
　
沼
野
　
あ
い
 

名
も
知
ら
ぬ
花
に
埋
ま
る
夏
野
か
な
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
寺
井
　
時
子
 

懐
し
き
香
水
の
香
を
わ
れ
は
追
う
 

　
　
　
　
　
　
緑
町
五
　
　
藤
波
　
ふ
み
 

先
生
の
教
え
な
つ
か
し
合
歓
の
花
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
七
　
　
石
井
　
忠
枝
 

雨
の
な
か
葉
裏
に
潜
む
雨
蛙
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
二
　
　
近
藤
　
寛
一
 

七
夕
に
浴
衣
の
似
合
う
少
女
か
な
 

①
６０
歳
か
ら
の
健
康
診
断
 

　
平
成
２０
年
３
月
３１
日
現
在
、
６０
歳
以
上

の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

●
基
本
健
康
診
査
・
大
腸
が
ん
検
診
お
よ

び
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
 

A
９
月
１
日
貍
〜
１１
月
３０
日
貊
 

B
市
内
委
託
医
療
機
関
 

※
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
（
Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ

ル
ス
検
査
・
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
検
査
）は
、次
の

条
件
に
該
当
す
る
方
の
み
受
診
で
き
ま
す
。
 

・
７５
歳
以
下
で
、
今
ま
で
に
肝
炎
ウ
ィ
ル

ス
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
 

・
過
去
に
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ

と
の
あ
る
方
、
広
範
な
外
科
的
処
置
を
受

け
た
方
、
ま
た
は
、
妊
娠
・
分
娩
時
に
多

量
に
出
血
し
た
こ
と
の
あ
る
方
で
、
定
期

的
に
肝
機
能
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
 

　
詳
し
く
は
、
８
月
下
旬
に
郵
送
す
る
個

別
通
知
「
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
８
月
１
日
以
降
、

転
入
さ
れ
た
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成
２０
年
３
月

ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
の
生
活
習
慣
病
健

康
診
査
を
受
診
す
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
 

※
６５
歳
以
上
の
方
へ
お
願
い
＝
個
別
通
知

の
中
に
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
が
同

封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
基
本
健
康
診
査

を
受
診
す
る
際
に
は
、
記
入
の
う
え
、
忘

れ
ず
に
医
療
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
 

A

９
月
１０
日
豺
・
１１
日
貂
・
１２
日
貉
・
１８

日
貂
・
２５
日
貂
・
２６
日
貉
・
２８
日
貊
、
１０

月
９
日
貂
・
１０
日
貉
・
１６
日
貂
・
１７
日
貉
・

２２
日
豺
・
２３
日
貂
・
２９
日
豺
、
１１
月
６
日

貂
・
１３
日
貂
・
１４
日
貉
・
２１
日
貉
・
２６
日

豺
・
２７
日
貂
・
２８
日
貉
、
１２
月
３
日
豺
・

４
日
貂
・
５
日
貉
・
１１
日
貂
・
１７
日
豺
・

１８
日
貂
 

B
保
健
セ
ン
タ
ー
 

F
各
日
３０
人
 

H

１２
月
７
日
ま
で
に
、
電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
 

②
訪
問
基
本
健
康
診
査
 

ご
希
望
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

A
９
月
１
日
貍
〜
１１
月
３０
日
貊
 

C

４０
歳
以
上
の
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
 

●
在
宅
に
お
い
て
寝
た
き
り
の
方
お
よ
び

こ
れ
に
準
ず
る
方
で
、
介
護
保
険
に
お
け

る
医
師
が
行
う
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
方
 

●
家
族
等
の
介
護
を
担
う
方
の
う
ち
、
訪

問
に
よ
る
健
康
診
査
が
必
要
な
方
 

I
保
健
セ
ン
タ
ー
 

 ③
９
月
の
パ
パ
・
マ
マ
学
級
 

A
９
月
９
日
豸
　
午
後
１
時
〜
４
時
 

C
妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
初
妊
婦
お
よ
び
夫
 

E
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
 

G
無
料
 

          ④
乳
が
ん
検
診
（
予
約
制
）
 

　
国
の
指
針
に
基
づ
き
、
平
成
１７
年
度
か

ら
２
年
に
１
回
の
受
診
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
平
成
１８
年
度
に
受
診
さ
れ
た
方
は
、
今

年
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
 

A

１０
月
１８
日
貅
　
午
後
０
時
３０
分
〜
１
時
 

C

市
内
に
住
所
を
有
す
る
４０
歳
以
上
の
方

（
昭
和
４３
年
３
月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）
 

D

視
触
診
・
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
お
よ

び
乳
が
ん
の
自
己
検
査
法
の
実
施
 

E
バ
ス
タ
オ
ル
 

F

８５
人
（
申
込
順
）
 

G

視
触
診
＝
５００
円
、
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
検

査
＝
１
２
４
０
円
　
※
八
潮
市
国
民
健
康

保
険
加
入
者
の
視
触
診
、
お
よ
び
受
診
当

日
７０
歳
以
上
の
方
、
生
活
保
護
世
帯
・
非

課
税
世
帯
の
方
は
自
己
負
担
な
し
 

 ⑤
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
料
理
教
室
 

A

９
月
２０
日
貅
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

１
時
 

C
市
内
在
住
の
方
（
調
理
未
経
験
者
歓
迎
）
 

D

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
の
話
と
調
理
実

習
※
講
師
＝
食
生
活
改
善
推
進
員
 

E
三
角
巾
・
エ
プ
ロ
ン
 

G

５００
円
 

 ⑥
介
護
予
防
健
康
体
操
教
室
 

〜
介
護
予
防
で
元
気
ア
ッ
プ
〜
 

A

９
月
３
日
〜
１１
月
２６
日
　
（
１１
月
１２
日

を
除
く
毎
週
月
曜
日
・
全
１２
回
※
た
だ
し

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
の
火
曜

日
に
実
施
）
午
前
の
部
＝
午
前
１０
時
〜
１１

時
３０
分
、
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
 

C

６５
歳
以
上
の
方
 

D

高
齢
者
の
た
め
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
す
。
自
宅
で
で

き
る
運
動
の
紹
介
と
実
技
、
運
動
継
続
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
栄
養
改
善
・
口
腔
衛
生
に

つ
い
て
の
講
話
も
あ
り
ま
す
。
 

F
午
前
・
午
後
と
も
に
１５
人
（
申
込
順
）
 

―
③
④
⑤
⑥
共
通
―
 

B
保
健
セ
ン
タ
ー
 

H
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
 

ば
　
あ
 

あ

じ

さ

い

 

い
と
 

て
 

の
　
ら
　
ぎ
 

ひ
る
げ
 

む
　
ね
 

せ
ん
 

ど
く
だ
み
 

ね
 

き
こ
 

つ
ま
 

行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 

越
谷
市 

三
郷
市 

吉
川
市 

草
加
市 

松
伏
町 

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

　
　
　
　
　
　
　
蕁
９９５
・
3
3
8
1
〜
3


